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「互いが不可⽋な助け⼿となる」 
 
創世記 2 章 
19 主なる神は、野のあらゆる獣、空のあらゆ
る⿃を⼟で形づくり、⼈のところへ持って来
て、⼈がそれぞれをどう呼ぶか⾒ておられた。
⼈が呼ぶと、それはすべて、⽣き物の名となっ
た。  
20 ⼈はあらゆる家畜、空の⿃、野のあらゆる
獣に名を付けたが、⾃分に合う助ける者は⾒つ
けることができなかった。 
21 主なる神はそこで、⼈を深い眠りに落とさ
れた。⼈が眠り込むと、あばら⾻の⼀部を抜き
取り、その跡を⾁でふさがれた。  
22 そして、⼈から抜き取ったあばら⾻で⼥を
造り上げられた。主なる神が彼⼥を⼈のところ
へ連れて来られると、  
23 ⼈は⾔った。 

「ついに、これこそ わたしの⾻の⾻ 
わたしの⾁の⾁。これをこそ、⼥（イシャー）と 
呼ぼう まさに、男（イシュ）から取られたものだ

から。」 
24 こういうわけで、男は⽗⺟を離れて⼥と結ば

れ、⼆⼈は⼀体となる。 
25 ⼈と妻は⼆⼈とも裸であったが、恥ずかしがり 
はしなかった。 
＊＊＊＊＊ 

 
1）⼈は⼈によって助けを得る 
⼈は⽣き物に名前をつけ、それらによって「助
けを得、助けを与え」る関係を⾒つけたが、⼈
間に最もふさわしい助け⼿は家畜や⿃、獣など
によっては得られなかった。 
ケアの対象ではあるが、ケアされる対象として
は、不完全な部分を持っている。 

⼈は⼈によって最善の助けを得、また⼈に対し
て最善の助けを提供できる。 
 
2）もうひとりの⼈を眠りの中であばら⾻から 
 
21 主なる神はそこで、⼈を深い眠りに落とさ
れた。⼈が眠り込むと、あばら⾻の⼀部を抜き
取り、その跡を⾁でふさがれた。  
22 そして、⼈から抜き取ったあばら⾻で⼥を
造り上げられた。 
 
⼈が深い眠りにおとされ、その間にあばら⾻か
らもう⼀⼈の⼈が造られたというのはいくつか
の神秘的な「関わり」を⽰しているように思い
ます。 
 
＊深い眠りの中で：他者の誕⽣について、私た
ちはその細部については隠されている。 
その⼈がどのように創造され、どのようにこの
地上に登場したのか、他者はすべてを 
知り得ない。いのちが、もたらされるという出
来事は秘密の中に置かれている。 
 
＊あばら⾻の⼀部をとって：このあばら⾻とい
う素材は⼼臓を守る最も⼤事な部位の 
ひとつであり、その⼈の⼼に⼀番近い存在、 
あなたの命と⼼を守る重要な存在として 
創造されているという象徴でもある 
 
3）最善の助け⼿ 

「ついに、これこそ わたしの⾻の⾻ 
わたしの⾁の⾁。これをこそ、⼥（イシャー）と呼

ぼう。まさに、男（イシュ）から取られたもの
だから。」 

24 こういうわけで、男は⽗⺟を離れて⼥と結ば
れ、⼆⼈は⼀体となる。 
25 ⼈と妻は⼆⼈とも裸であったが、恥ずかし
がりはしなかった。 



 
相⼿に対する最⼤の賛辞がここにあります。 
私の⾻の⾻、私の⾁の⾁とは、あなたがいなけ
れば私は存在せず、私がいなければあなたは存
在しないくらい、互いに「いること、存在する
こと」が⼤切な相⼿として向き合いながら⽣き
ていくことが求められているのです。 
 
そして、この箇所は間違いなく結婚についての
⾔及です。 

24 こういうわけで、男は⽗⺟を離れて⼥と結ば
れ、⼆⼈は⼀体となる。 
25 ⼈と妻は⼆⼈とも裸であったが、恥ずかし
がりはしなかった。 
 
まず、親からの⾃⽴が前提です。 
⼦供はそれぞれ息⼦も娘も、親の愛によって⽀
えられ助けられて⼤⼈になりました。 
親は⼦供を⽀え、助け、⼦供も親に従い、親を
⽀援的に⽀えて来たことでしょう。 
 
そして、時が来て、その親元から離れ、いわゆ
る繋がりのなかった相⼿と「助け合いながら 
⽣きる決意をする時」、それが結婚への第⼀歩
です。 
 
親からの⽀援や親への思いとは別なものとし
て、それまで関わりのなかった⼈に対して 
「私の⾁からの⾁、⾻からの⾻」と感じるほど
の近さをもって「助け合い、⽀え合って⽣きて
いきたい」という願いが互いの⼼の中にもたら
された時、結婚の意図は成⽴します。 
そして、結婚は⾚裸々に双⽅の存在のすべてを
曝け出しながら、受け⽌めあい、必要不可⽋な
存在として愛を深めていくのです。 
 
さらに「⼆⼈は⼀体となる。」とありますが、
これは「ひとつの⾁になる」という意味があり

ます。もはや、別々の個体になり得ないほどの
共有、共感、共苦が味わえるのです。 
そこには間違いなく、⼈間として、⽀援的に⽣
きることの最⼤の喜びがあるのだと思います。 
さまざまな事柄を分かち合い、⼀つに統合して
いく作業が求められています。 
信仰の⼀致、⾁体の⼀体化、そして家庭の⾦銭
⾯での⼀体化が重要だと⾔われています。 
それらの⼀体化は協⼒や⽀援的な意識がなけれ
ば達成は不可能です。 
しかし、その⽅向性への努⼒の中に喜びや成⻑
があるのだと思います。 
 
悲しいことに、そんな神秘的な深さをもってい
る愛に溢れた結婚の姿が、次の章には 
破綻してしまっていることに驚かされます。 
しかし、この 2 章の中に結婚の原点とされるべ
き奥義が書かれていることは決して忘れてはな
らないのです。 
 
＊＊ 
次回の OCCでのMACF礼拝は 8⽉ 3 ⽇です。 
どうぞ健康に⼗分注意してお過ごしください。 
祝福がありますように。 
 
＊＊ 
YoutubeでのMACF礼拝映像はこちらです 
https://youtu.be/iCXVDMG2tHI 
 

https://youtu.be/iCXVDMG2tHI

